
東海自然歩道50周年記念式典
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日時：令和６年７月13日（土） 14:00～17:00

場所：日比谷コンベンションホール

主催：環境省、東海自然歩道連絡協会

参加者数：約100名（招待制）

• 東海自然歩道の歴史と意義を振り返り、再認識しつつ、活

性化に向けて今後求められることを意見交換

• 東海自然歩道の活性化に向けて（東海自然歩道リバイ

バルプラン）を公表

プログラム
１） 挨拶

① 開会挨拶（環境省・東海自然歩道連絡協会）

② 東西起点の２市登壇（八王子市・箕面市）

２） 環境省説明 東海自然歩道の活性化に向けて（東海自然歩道リバイバルプラン）

３） 基調講演「日本の歩く旅とインバウンド」 ポール・クリスティー（Walk Japan）

４） シンポジウム

① 東海自然歩道構想とは 神田修二（いであ株式会社国土環境研究所生物多様性研究センター長・環境省OB）

② つなぐ東海自然歩道（全線調査結果） 長谷川晋（長距離ハイカー・トレイルブレイズハイキング研究所所長）

③ 三陸の小さな村にハイカーがやってきた！（９年見つめてきた、みちのく潮風トレイル）前川正樹（岩手県普代村商工観光振興室）

５） パネルディスカッション

６） 閉会挨拶（東京都）
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東海自然歩道の活性化の方向性（概要・案）
（東海自然歩道リバイバルプラン）

東海自然歩道の全線開通から50年の節目に当たり、その歴史と意義を

振り返り、近年のロングトレイルを取り巻く状況や、直面している課題、今

後求められることを踏まえ、更なる活性化の方向性を示すもの

策定の経緯と趣旨

• 魅力的で歩ける一本の長い道はある。しかし、ハイカーから見ると一本

にはつながっていない

東海自然歩道の状況

令和6年7月

環境省自然環境局国立公園課

国立公園利用推進室

東海自然歩道とは：

• 我が国初の長距離自然歩道。東京都八王子市「明治の森高尾国定公園」～大阪府箕面市「明治の森

箕面国定公園」の総延長1,748km、11都府県・60市町村を結ぶトレイル。1974年7月に全線開通

• 開通当時の高度経済成長期の時代背景を受け、人間性の回復、歩くことの復権、都市のスプロール化に

対する自然保護の防波堤としての機能を目指した

• 東海自然歩道の構想公表後に、歩道沿線で6つの自然公園が新規指定・拡張（総面積約83,000ha）。

1976～2022年の総利用者数は3.05億人、年平均693万人

【評価された点】

•海外のハイカーにとっても魅力的な道

•沿線住民に愛されている

•長く歩く旅として利用したい層が一定数

存在。維持管理への参加意欲あり

【課題】

•利用情報の収集・発信

•プロモーションや海外発信

•マップ更新、施設の老朽化

•管理団体間での情報共有・連携

• 2000年前後から注目度が向上し続け、本格的な維持管理システムを

持つ「信越トレイル」「みちのく潮風トレイル」などが誕生

• ハイカーが地域に継続的に訪れ、環境・社会・経済に対して好影響。ア

ドベンチャートラベルの優良事例

ロングトレイルを取り巻く状況

交流・関係人口、移住者 広域連携 学校による教材としての活用

長期滞在ツアー造成 土産、グッズ販売 ガイド需要増加。雇用創出

インバウンド増加 企業・ハイカーによる整備・清掃地域交通の活用

ありたい姿・方向性

ハイカー

管理団体

東海自然歩道

現在の状況 ありたい姿
• 東海自然歩道ならではのストーリーを捉え直すこと、

運営組織を、みんなで育むことで、地域、ハイカー、管

理団体のつながりが強まり、「歩かれる ⇔ 維持管理」

の好循環が実現

• ハイカーが一本の長い道を歩ける

• ハイカーと地域の人の交流を通じて地域が活性化

• 地域の人、ハイカー、管理に関わる人、すべての人の

ウェルビーイングを実現

・ 管理運営の基盤となる考え方

・ 道の状態を把握し、共有

・ 利用情報を一元的に提供

・ 地域を含んだ管理運営体制の
ハブ的存在 など

ハイカー

管理団体

東海自然歩道

・・・

運営組織
東海自然歩道ならでは

のストーリー（価値）

調査協力：一般社団法人 トレイルブレイズハイキング研究所、東海自然歩道連絡協会



2024年の長距離自然歩道・ロングトレイル関連イベント（予定）

2月24日（土） 東海自然歩道全線調査報告会（名古屋市）※トレイルブレイズハイキング研究所主催

3月19日（火） 一連のイベントの公表（大臣会見＋報道発表等）

4月17日（水） 観光立国推進閣僚会議（伊藤環境大臣からロングトレイルの活用について発言）

5月～11月 みちのく潮風トレイル沿線イベント（5/26八戸市、6/9宮古市、6/23仙台市・名取市、11/3相馬市）

5月29日（水） 東海自然歩道沿線自治体・団体向け説明会

６月８日（土） みちのく潮風トレイル５周年記念式典（宮古市）

７月13日（土）AM 東海自然歩道連絡協会 総会（日比谷）

７月13日（土）PM 東海自然歩道50周年記念式典（日比谷）

７月23～８月18日 新宿御苑アートギャラリーにおける長距離自然歩道の展示

８月11日（日） 山の日記念全国大会（八王子市）※第８回「山の日」全国大会実行委員会主催

９月３日（火） ロングトレイルミーティング2024（大手町） ※読売新聞主催・環境省共催

秋～冬 関係自治体、民間企業等による参加型の利用促進イベント等を開催

そのほか、八戸十和田トレイル（仮称）試験運用開始 など
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